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第2164回例会 2011.4.21

温故知新 そして 和

地域を育み、
大地をつなぐ

■司会：
　五十嵐例会運営委員

■点鐘：山本会長

■会長報告 山本会長

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢日も風も星も｣

◆ソングリーダー：
　山宮会員

それから、地震の義援金の報告ですがクラブ内部で非
常に残念な結果ですが35名クラブなのに何故か約24万
円になりました。26万円を予備費から補填して50万円
にて送金しました。と、報告をする予定でしたが、我
がクラブ内で｢本日の私があるのはロータリークラブの
お陰であり、そのお礼として個人としてどうしても50
万円を寄付させて欲しい｣と熱い思いで寄付を申し出ら
れた方がいらっしゃいました。本人との約束でお名前
は出せませんが、心より感謝を申し上げたいと思います。

それではスローガンを復唱させて頂きます。
①例会に出席し、メンバー間の懇親を深め、自分自身
　に有意義な例会を見つけよう。
　そして自分自身の例会出席の楽しみを見つけよう。
②例会を欠席したら、メークアップを必ずしよう。
③入会時のスポンサーは新人メンバーのメークアップ
　の面倒を必ず見よう。
④食事の廃棄を少なくする為に例会を欠席する時には、
　前々日までに事務局に連絡を入れよう。
⑤夜間例会、懇親会、旅行に奮って参加しメンバーの
　懇親を深めよう。
⑥クラブメンバーの全員卓話を盛り上げよう。
⑦マイ箸を失くさない様に使おう。
⑧交換留学生をしっかりと育てよう。
⑨阿部ガバナー補佐の掲げた、キャッチアップ90
　(出席率90％以上)を実現しよう。
4月、5月、6月と残り3ヶ月は是非90％以上をお願いし
たいと思います。皆様のご協力を宜しくお願い致します。

皆様こんにちは。まずは19日(火)の地区協議会に出席
された皆様お疲れ様でした。後程のクラブ協議会の中
で各部門別に本日ご報告をお願い致します。
さて、地区協議会が終わりますと、いよいよ本格的な
次年度モードになって行きます。45周年実行委員長も
野澤会員に快く引き受けて頂きました。ありがとうご
ざいます。5月、6月はＦＲＣ、親睦旅行、各委員会別
の引継ぎ委員会、炉辺会合とかなりの過密スケジュー
ルになると思われますので、お忙しいとは思いますが、
可能な限り時間を作り皆様の出席を宜しくお願いします｡

■幹事報告 中丸幹事
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■ガバナー事務所：
・次年度クラブ研修リーダー、研修委員長、情報
　委員長会議の案内について
　2011年6月13日(月)　13:00～18:00
　於　ハイアットリージェンシー東京
・｢2010～11年度ロータリー活動納の会｣案内の受理
　2011年6月29日(水)　17:00～
　於　ハイアットリージェンシー東京
・地区協議会での資料について
　資料の受理とアンケート調査

■研修委員会：
　研修・情報・教育活動についてアンケートの受理
　返信期日：4月28日

■東京東大和ＲＣ：
　クラブ訪問報告書の受理について
　〆切：4月30日

■クラブ奉仕委員会、プログラム委員会：
　第2580地区ロータリアン卓話者リストの受理

■国際ロータリー日本事務局：
　2011年5月のロータリーレート　1ドル＝82円

■東村山市緑を守る会：
　｢春の緑の祭典｣開催中止について
　4月29日(金)　祭典は東北関東大震災を鑑みて
　中止に

■東京武蔵村山ＲＣ：
　ＦＲＣゴルフコンペの案内の受理
　平成23年5月30日(月)
　於　昭和の森ゴルフコース
　プレー費　12,000円　　会費　7,000円

■例会場変更：
　東京保谷ＲＣ
　東京都西東京市富士町4-13-24　東仁学生会館
　例会日　毎週木曜日

■回覧：東京小平ＲＣ週報

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

36 25 1 8 75.76

■出席報告 田中例会運営委員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：3名
■前々回出席率メークアップ修正後：90.91％
■前々会メークアップ者：
　樋口会員：新宿ＲＣ
　飯田会員：所沢西ＲＣ
　中條会員：武蔵村山ＲＣ
　野崎(一)会員：米山地区委員会
　杦山会員：理事会
　土田会員：清瀬ＲＣ

相羽クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

◆戸澤会員：山宮さんソングリーダー初デビューお
　　　　　　めでとうございます。
◆山宮会員：ソングリーダーデビューよろしくお願
　　　　　　いします。
◆山本会長、中丸幹事：
　　　　　　先日は皆様地区協議会お疲れ様でした｡
　　　　　　いよいよ次年度モードですね。小町会
　　　　　　長、野村幹事頑張りましょう。
◆小町会員：地区大会に8名で出席してきました。本
　　　　　　日報告をさせて頂きます。次年度よろ
　　　　　　しくお願いします。
◆野村会員：本日皆様に組織表をお渡しすることが
　　　　　　出来ました。次年度一年間よろしくお
　　　　　　願い致します。

本日のニコニコ合計：    9,000円
　　累　　　計　　：1,084,019円

東京武蔵村山ＲＣよりＦＲＣゴルフコンペの案内を受
理しました。
平成23年5月30日(月)　昭和の森ゴルフコース
会費7,000円　プレー費12,000円

■委員長報告

■田中ゴルフ部部長
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■クラブ協議会

■小町次年度会長

■司会：野村次年度幹事

2010～2011年度　地区協議会が4月19日椿山荘にて689
名の参加で開催されました。
東村山ＲＣからは会長幹事部門に野村幹事と私、クラ
ブ奉仕部門に中丸委員長、職業奉仕部門は當麻委員長、
社会奉仕部門は田中委員長、国際奉仕部門は山本オン・
ツー・バンコク地区委員、ロータリー財団部門は漆原
委員長、米山奨学部門は地区委員も兼ねる野崎委員長
の8名で出席しました。
本会議一部では上野ガバナーより震災義援金が34地区(内
7つの被災地区)で現在6億1千万円で当地区は9593万円
です。10億の目標ですがこれでも全国の0.5％です。今
後も継続のお願いをしていきます。水野ガバナーエレ
クトより次年度カルヤン・バネルジー会長のテーマ｢心
の中を見つめよう博愛を広げるために｣、これは｢深く
自己を省みることによって、人類が皆、同じ夢、同じ
希望、同じ願望、同じ問題を分かち合っていることを
理解していただきたいのです｣ロータリー奉仕において
３つの強調事項に力を注でいく。第一に強い家族を築
くこと、第二に私たちが一番得意とすることを継続し
ていく最後に変える必要ある事はかえる。ガバナービ
ジョンとして｢簡素にして充実｣を掲げ、地区への負担
を少なくして各クラブには楽しさを創出していただき
会員の満足度を高め退会防止もつなげたい。ロータリ
ー活動の本質である｢親睦と奉仕｣を堅持させるべきで
ある。
｢ワクワクするような楽しい例会｣の創造｢時代にあった
価値ある奉仕活動｣を模索し各種会合で｢相互理解を深
める親睦｣を図りひいては｢是非入会したい｣という会員
増強を実現したい。戸田研修リーダーより地区協議会
のあり方の説明がありました。部門別協議会が2時間行
われました。
会長幹事部門は17テーブルに分かれ戸田リーダーより
リーダーシップあれこれと題し｢幸せな人間関係を気づ
くために｣
致命的な七つの習慣 ①批判する ②責める ③罰する 
④脅かす ⑤文句を言う ⑥ガミガミ言う ⑦目先の褒美
で釣る･･･相手をコントロールする
身につけたい七つの習慣 ①傾聴する ②支援する ③励
ます ④尊敬する ⑤信頼する ⑥受容する ⑦意見の違
いを交渉する･･･相手に信頼される。
水野ガバナーエレクトより会長・幹事の役割と責務・
クラブ地区指導者との協力・クラブの管理運営の説明
がり、会員の意欲を駆り立てるものは何ですかのテー
マで討議なされました。例会内容、長期的活動ビジョ

■野村次年度幹事

印象に残ったのは、水野次年度ガバナーの2011～2012
年度のビジョンで｢簡素にして充実｣の内容です。高齢
化の進む中、ロータリー活動のあり方を今一度考える
年度としたいとの事。世の中や企業環境が厳しい中、
奉仕や親睦のための時間的、金銭的負担が過大になら
ないような工夫が必要。各種会議のあり方、ガバナー
公式訪問の一日2ヶ所訪問、ガバナー月信を印刷物から
WEBで確認する方法等従来にない手法を講じている。地
区協議会の式次第でも、各地区の役員紹介でも一通り
紹介して最後に盛大な拍手をするやり方に変えて実行
していました。また、4大奉仕から5大奉仕への変化では、
今回村田委員長の代理として、｢新世代奉仕部門｣の資
料を預かってまいりました。ロータリーに関わった若
い力をどのように生かしてあげ、そして、充実した活
動に導いてあげるのか？等興味深い内容です。
部門別協議会では、会長・幹事は同じ会場で水野次年
度ガバナーから提起された提案事項について、検討を
しましたが水野次年度ガバナーの性格なのか、なんと
表現したらいいのかとても楽しい方のようです。でも
とても厳しい方でもあるという雰囲気を持っています。
各テーブル毎に3組の次年度会長・幹事か座り討議をし
ましたが、終始一貫していたのは、我々ロータリアン
として、今回の東北大震災に対してどのような支援が
出来るのか、これから先何年もかかる状況をどのよう
に理解するのか?といった事が大半でした。
翻って我クラブの2011～2012年度は創立45周年の年で
あります。以前から気になっていた事として、私には、
継続事業が我がクラブには見つからないのです。市内
中学生のロータリー盃野球大会も現在では、影が薄く
東村山市産業祭りが、全員で参加できる唯一の事業と
してあります。是非次年度中に今後全員で取り組むこ
との出来る継続事業を開始できたらと強く感じています。

ンの構築等意見ありました。会員増強・奉仕プロジェ
クト・ロータリー財団の説明があり、日本復活のため
に何ができるかのテーマで討議され青少年のリーダー
シップ、安全な水創る、発電システム開発、震災虎児
に対する基金創設、里親制度確立、なかでも沖縄は130
万の人口で年間600万の観光客があり内60％が東日本の
人であるので沖縄移住計画を作成中である。広報・目
標設定・情報と研修の説明があり会長と研修委員長と
の連携を如何にとりますかのテーマで討議され、情報
は会員皆さん留まることなく流して下さい。退会防止
策にもなります。我クラブは会員研修委員会が定期的
に広報していただいてます。
地区大会　　　　　2012.2.22　　帝国ホテル
ＩＭ多摩分区　　　2011.10.12　 パレスホテル立川
ガバナー公式訪問　2011.9.29
国際大会　　　　　2012.5.6～9　タイ・バンコク
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■當麻次年度職業奉仕
　委員長

地区職業奉仕委員会 指針　日本の職業奉仕｢三方よし｣

前年度職業奉仕委員会(渡辺孝至委員長)では、｢京都老
舗17店舗の社是家訓｣に学んで職業奉仕の実践を提唱し
た。17世紀(400年以上前)の江戸時代に入って日本の流
通経済は急速に発展したが、そこに企業のあるべき姿
が問われ、企業や家業が繁栄、存続させるための経験
則が自然発生的に生まれた。これは正にロータリーで
言う職業奉仕に他ならない。その集大成が18世紀にな
って生まれた、近江商人の心得として説かれたのが｢三

方よし｣です。
｢三方よし｣とは｢売り手よし、買い手よし、世間よし｣
です。
100年前、アメリカンドリームを夢見て西へ西への交通
の要点シカゴでは、資本主義の最も醜い無秩序な社会
となり、無法の事業が成功者となり、偽善のチャリテ
ィー、誇大虚偽広告が横溢しているのを見かねて、若
き弁護士ポール・ハリスがロータリークラブを作り、
これが企業経営者の同感を得て、全米にそして世界に
発展して現在があるそうです。
ロータリーの基本概念は｢職業を通じて社会に奉仕する｣
個々の職業は社会生活を営むために必要な分業を負担
しているのであって、その報酬として利潤が与えられる、
そして責任と誇りが生まれて社会に尽くすことが出来る。
職業は利潤により税を負担し、発展により雇用を増し、
技術を磨くなどの社会への貢献が出来る。これまさに｢三
方よし｣である。
四つのテストの真実かどうか？みんなに公平か？は、
売り手に対し、買い手に対しての心構えであり、行為
と友情を深められるか？みんなのためになるか？は、
世間即ち社会のためになるか？と考えられます。この
事から我ら経営に当たるものは、一時たりとも経営を
おろそかにすることなく会社を維持し発展させる事こ
そ職業奉仕の実践である。ましてや倒産に至るのは言
語道断といえる。これら職業奉仕を実践するために提
唱するのが｢職業奉仕12章｣です。クラブの職業奉仕委
員会は、社会のためになる為の企業のあり方を、月初に、
一章ずつ会員に提唱することを勧めます。会員の一人
ひとりがロータリーの神髄たる職業奉仕を理解する事
を願うものです。

■中丸次年度クラブ奉仕
　委員長

4月19日に椿山荘にて開催された地区協議会のクラブ奉
仕部門の報告をさせて頂きます。
カウンセラーに上野ガバナー、東京ＲＣ植田次年度ク
ラブ奉仕委員長の司会のもと、先ず上野ガバナーが30
分ほど東日本大震災義援金の説明とクラブ内卓話の重
要性についてお話をされた後、以下のテーマについて
話し合われました。
1.退会防止にも役立つような楽しい親睦活動について
2.日本復活に向けて私たちに何が出来るか
先ず｢退会防止にも役立つような楽しい親睦活動につい
て｣ですが、3月末までに回答された、各クラブの趣味
の会・同好会に関するアンケートの集計結果が発表さ
れました。この中で最も多いのがゴルフ関係の同好会、
二番目が食事会等を開催する、三番目が旅行等を実施
する、以下囲碁、ワイン、カラオケ、俳句、麻雀の順
になっています。(詳細は別紙の通り)
次に、東日本大震災に関して私たちに何が出来るかを
テーマに、7～8名ずつ各テーブルに別れてディスカッ
ションをし、各テーブルごとに発表しました。
この中の意見をいくつかお話しさせて頂きます。
①自分で何か行動を起こすと言っても限界があるが、
　義援金というお金の協力なら出来る限り協力できる。
②義援金のロータリーならではの価値ある活用方法を
　十分に検討する。
③被災地の支援にあたっては、被災地のニーズを十分
　に把握した上で行う。
④私たちはいつも通りの生活に努めることにより、そ
　の経済効果が被災地に廻るのであり、行き過ぎた自
　粛は被災地に取っては逆効果になる。また東北の物
　産品をつとめて購入するようにする。
⑤被災地のお祭り等の文化活動を支援し、文化活動を
　通じて被災地が盛り上がるよう協力して行く。
その他いろいろな意見が出ましたが、何と言っても復
興にはこれからも長い時間がかかるので、永続的な支
援がこれからも必要となるだろうということをご理解
頂きたいと思います。以上でご報告を終わります。

■田中次年度社会奉仕
　委員長

こんにちは。地縁血縁もない私が社会奉仕委員長で良
いのかと今でも思っていますが、北久保副委員長、中
條委員と皆様に支えて頂き、職務を全うしたいと思い
ますので宜しくお願いします。
地区協議会に参加した内容を発表させて頂きます。
2:45から4:45まで部門別協議会が行われました。7つの
テーブルに分かれて7～8名で各クラブの活動を発表し
あい参考にしてもらいたいとのことでした。同じテー
ブルに多摩分区の4クラブが偶然にも一緒でした。
福生中央の井上さん。お祭りでの600個の鯛焼き売上金
を社会福祉委員会に寄付している。予算削減の為、例
会場を移し昼食を弁当に切り替えた。
青梅ロータリーの太田さん。何も準備ができていない
ので、困ったなぁと頭を抱えておられました。井上さ
んが助け舟を出され、駅前の掃除清掃を行っておられ
るのではと･･･。太田さんは飾らない人で、金物のメー
カーでも普段から尊敬している人です。
葛飾ロータリークラブ。夢コンサート、中学生による
バンド演奏会の準備。わんぱく相撲於、脳性麻痺家庭
での支援、中学生・高校生の踊り連の発表競演会は800
名参加の規模で行っております。
又、あるクラブでは、子供用の古着を地域で生活に困
っている家庭へ寄付。俳句の発表会、介助犬への寄付、
車椅子の贈呈、桜の木の植樹、雑木林の下草刈り、ド



東京東村山ロータリークラブ

■点鐘：山本会長

■野崎次年度米山奨学会
　委員長

クターヘリのお手伝い、ヤマメの稚魚の放流など、色々
な活動が報告されました。
東村山ロータリークラブでは、今年度の活動として産
業祭でゴボウ・玉葱を売り、売上の収益金を交通少年団、
消防少年団に贈っています。平和塔の清掃を行い市民
に喜んで頂きました。中学生・高校生の育成を考え東
村山市民駅伝大会等、スポーツの発展に援助金を出し、
また、盛り上げる為にクラブ自身も参加しています。
次年はクラブでも2チームを出し盛り上げたいと、次年
度の活動を皆で協議し決めて行きますと話しました。
その後、次年度の河野委員長さんから話があり、各ク
ラブの活動に優劣は付けられない。地区協議会が最初
の仕事であり、委員会としてもマンネリすることなく、
変革しながら活動に励んで欲しい。目標を立てて結果
を検証して欲しいとのことでした。
最後に小澤パスト会長が話され、その場が凍りつきま
した。こんな活動でロータリークラブの活動と言える
のか。ロータリークラブらしい活動をこなしなさい。
この程度なら他の団体でもやっているのでは？と社会
奉仕の在り方を今一度考えて欲しいとの事でした。環
境保全でも地球をどうこうするのではなく、生かされ
ていると感謝しなさいと。また、先日起きた東日本大
震災では、救済は人間性の問題で救済に尽力するのは
当然であると、一般の支援をお願いしますとの事でした。
参加して色々と感ずることが出ました。次年度の小町
会長さんを支え皆様と共に東村山ロータリークラブの
発展の為に頑張りますので、ご指導賜りたいと思います。
どうぞ宜しくお願い致します。

財団の坂下事務局長、浅川カウンセラーに出席頂き｢素
晴らしい賜物｣という福島県三春町で障害者教育を福島
大学大学院で勉強している中国からの女子留学生のク
ラブと地域との交流を描いたＤＶＤを15分間鑑賞しま
した。
坂下事務局長より米山記念事業と寄付金の状況について、
ということで講演があり、現在日本では800人の奨学生
がおり、うち40名が当地区にいるという説明があり、
一国に偏り過ぎないように一国30名以内という制限を
設けている等の説明がありました。また、今回の震災
に対し米山奨学生のＯＢより700万円以上の義援金が集
まっており、650万円については東北3県に渡している
とのことでした。地区米山奨学会横山委員長より当地
区の寄付金総額は全国34地区の中で3番目であるが、個
人別は28番で今後の検討議題である旨の発言がありま
した。

財団をいかに大震災と結びつけるか？ 今年の全ての活
動を中止してでも義援金に廻すという考え。単年度で
なく長期にわたってゆっくりと支援する方法もある。
今後皆様にご寄付をお願いすることがありますので、
ひとり100ドルから始めたいと存じます。宜しくお願い
します。

■山本次年度国際奉仕
　委員長代理

新世代奉仕部門を各クラブで国際奉仕の一部にするか？
独立した部門として取り扱うか？ を決める必要があり
ます。クラブの定款は変更し、その他修正箇所は各ク
ラブの裁量で決定する。
オンツー　バンコクについては、来年の5月6日～9日迄
の2泊3日ですので、是非多くの参加をお待ちします。
その他には過激な発言があり、全てのロータリー活動
を中止して、その分のお金を全部送ってしまえ!という
ものでした。余りにも極端で、かけ離れた意見だった
ので、桜井パストガバナーからやんわりと話していた
だきました。

■漆原次年度ロータリー
　財団委員長


